
北海道東部の竪穴住居跡群調査 第３次調査実施計画 

 

（令和４年（2022年）６月21日 教育庁文化財・博物館課長決定） 

 

１ 調査の目的 

北海道には、先史時代の住居跡が窪みとして残り、それらが密集して分布する竪穴住居跡群(以下、「竪穴群」

という。)が多く確認されている。特に道内東部には、国内には他に例のない大規模な竪穴群がいくつも見られ、

北海道を代表する文化財のひとつといえる。 

北海道教育委員会では、竪穴群の保護を推進することを目的として、これらの基礎的な情報を整備するため平

成 27年度から平成 29年度まで第１次調査、平成 30年度から令和３年度まで第２次調査を実施してきた。基礎

的な情報の整理や現地調査等を行った結果、竪穴群の今後の保護のためにはそれらの個別の状況をさらに把握し

て資料を整備する必要があると判断されることから、第３次調査により引き続き計画的な調査を行おうとするも

のである。 

 

２ 北海道総合教育大綱及び北海道教育推進計画との関係 

「北海道総合教育大綱（令和２年（2020年）３月策定） 

  基本理念 「チャレンジで夢を叶える」、「ふるさとを誇り、自ら動く」、「個性や違いを力にかえる」 

   基本方針 Ⅰ 新たな社会を生きる力を育む 

          ふるさと教育の充実 

Ⅳ 生涯を通じて学び続ける人を育む 

文化財等の保存及び活用の推進 

 

「北海道教育推進計画（平成30（2018）年度から令和４（2022）年度」 

目標６ 学びを活かす地域社会の実現 

施策項目30 文化財の保存及び活用の推進 

施策の展開 文化財の調査･保存･活用の推進 

 

３ 調査内容 

（１）調査対象 

宗谷・オホーツク・釧路・十勝の各総合振興局及び根室振興局管内に所在する竪穴群を対象とし、必要に応

じて隣接地域を含める。 

（２）調査期間 

  第３次調査は、期間を令和４年度から令和９年度までの６カ年とする。 

（３）調査項目 

調査の目的・方法に応じて大きく二つの構成に分ける。 

１）竪穴群現況調査 

  第１・２次調査の結果、各竪穴群を取り巻く状況が埋蔵文化財周知資料整備の時点から年月の経過により変

化していることが確認され、竪穴の分布範囲等を明確に把握することが困難な場合があることが明らかとなっ

た。そこで竪穴群の分布範囲や現況を体系的に把握し、適切な保護に資する基礎情報を整備することが必要で

ある。 

調査では、道東・北部の竪穴群を対象に①GPS等を利用した竪穴の分布範囲の把握、②土地利用状況・所有状

況の把握、③植物の生育状況、そのほか必要な情報を取得して個別の竪穴群の現況を把捉して比較検討を行う。 

２）測量・発掘調査 

  適切な保護のために考古学的な基礎情報の把握が急がれる遺跡を選定し、詳細な調査を行う。 

ア 測量調査：精度の高い測量図・遺構配置図を作成する。測量に際しては以下の点に留意する。 

①竪穴群を対象とした過去の考古学的調査・研究を精査し、測量手法・技術の検討を踏まえ

た測量調査を行う。 

②広範囲に及ぶ竪穴群をどのような視点で、いかなる情報を取得すれば、全容を把握するこ

とができるのかについて、実際に調査を試行して成果を蓄積する。 

イ 発掘調査：竪穴群の基礎的な情報を収集するという観点から、調査計画を設定し実施する。 



ウ 関連資料調査：過去に行われた測量調査・発掘調査の再検討を行う。調査経過・図面等を精査し、今日的

な視点による遺物再整理も視野に入れ、調査成果を再構成する。 

 

４ 調査体制 

（１）調査は、文化財・博物館課文化財調査係が所掌する。 

（２）北海道教育委員会は、有識者で構成する懇談会（別紙参照）を開催し、調査に関する意見交換を行い、適

切な調査運営に資する。 

（３）竪穴群現況調査は、文化財保護主事が実施する。 

（４）測量・発掘調査は北海道立埋蔵文化財センターの指定管理者が指定管理業務（重要遺跡確認調査）として

実施する。 

（５）発掘調査の過程で、測量・理化学的な分析等、高度に専門的な技術が必要とされる業務が生じた場合は、

必要に応じて研究機関・専門業者等に委託して実施する。 

 

５ 調査経費 

竪穴群現況調査の経費は、文化財保存対策費から執行する。調査の状況を受けて、所要経費の精査を行う。 

 

６ 成果の公表等 

（１）竪穴群現況調査により把握した竪穴の分布域等の諸情報を埋蔵文化財周知資料に反映させるとともに、調

査結果の概要をホームページで公開する。 

（２）測量・発掘調査の成果を道立埋蔵文化財センターの発行する『重要遺跡確認調査報告書』に掲載する。 

 

７ 留意事項 

測量・発掘調査の実施にあたっては、別に定める「重要遺跡確認調査実施要領」との整合に留意し、詳細に

ついては北海道埋蔵文化財センター指定管理者との協議を行う。また、調査対象地域に所在する道指定史跡等

の管理との連携に留意して実施する。 


